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７.３ ウェブページ 
 

本年度の WEB 運営は、初年度に導入した CMS(Content Management System)
機能利用をさらに深め、 ①HP 運営体制とコンテンツ基盤構築 ②HP レイアウ

トの改善 ③HP コンテンツの充実化に努めた。 
 

① HP 運営体制とコンテンツ基盤構築 
更新作業が効率よくすすめられるよう「HP 運営体制」と「コンテンツ基盤構築」

の枠組みを整えた。 
 
HP 運営体制 
広報・成果発信部会小部会では「HP 運営管理」と「HP 原稿管理」にわけ運営体制

を分割し担当を明確にした。また、各部局には、独自で HP 更新がすすめられるよ

う、アカウントを作成・配布した。更新方法については説明会を開催した。 
サーバ管理に関しては、情報整備基盤部会より支援を受けた。 
 
■HP 運営管理（広報・成果発信部会）   

 主に CMS システム保守・開発、HP コンテンツ構築・運用管理、サーバ管理、技術

的な HP 更新を行う 
■HP 原稿管理（広報・成果発信部会）  

 主に HP 用原稿依頼・英語コンテンツの翻訳・HP 更新を行う 
■HP 原稿執筆(各部会：事務局部会・若手研究者養成部会、大学院教育部会、  
国際シンポジウム、 図書小部会)  

 主に原稿執筆と独自コンテンツの簡易更新を行う 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：ウェブサイトに関わる運営体制図 
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コンテンツ基盤構築 
多様な情報が集まる大型プログラムウェブサイ

トでは、運営初期にコンテンツ構成の枠組とな

るコンテンツ基盤構築を設定する必要がある。 
本サイトでは CMS 機能の「話題」わけを利

用し、コンテンツ情報の整理につとめている。 
現在は７２個の「話題」を中心に HP 掲載情

報の入力をすすめた。 
 

 
 
                        

図 2：「話題」編集画面 
 

② HP レイアウトの改善  
コンテンツ増加に伴い、文字のみの情報から、閲覧しやすいレイアウトに改善した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3：本拠点をめざすもの           図 4：大学院教育 
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図５：若手研究者養成           図 6：研究/パラダイム形成 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
図 7：シンポジウム・セミナー案内      図 8：成果公開 
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③ HP コンテンツの充実化 
 
研究活動の報告 
本プログラムに関する活動報告は、HP に和文・英文両方の掲載がされるようすす

めた。 
 

【報告の種類】 
・次世代イニシアティブ成果報告・大学院派遣報告 
・研究会活動報告（G-COE パラダイム研究会・イニシアティブ１～４、若手養成・

研究部会、国際集会・国際シンポジウム報告） 
 

 現在までの報告掲載数 合計：188 件（ 和文：96 件／英文：92 件 ) 
 
  
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9：連携国際集会リスト 
 
 
                     図 10：大学院派遣者リスト 
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 大学院教育部会フィールド・ステーション（FS）、拠点 HP の設置 
フィールド・ステーション HP 12 箇所、拠点 HP：８ヵ所を設置した。 
また FS には、独自で HP 更新作業がすすめられるようアカウントを配布中である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 11：FSHP（エチオピア FS）     図 12：FSHP（ラオス FS） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13：拠点 HP 
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システム構築と開発  
・社会貢献：GoogleMapAPI 導入と CMS プラグイン開発 

 
本サイトのシステム充実のため、2008 年 3
月～GoogleMapAPI 導入をめざした、CMS
業者との開発をすすめた。 
この開発は CMS システム内で使用される

GoogleMapAPI 関数を、地点情報として容易

に表示可能にするものである。 
 さらに、一般利用を考慮し、プラグイン

化をすすめた。このプラグインは、開発シ

ステムのサイト上に掲載されており、ダウ

ンロード利用ができる。 
こういった開発は、社会貢献の一つ 

としてあげられる。 
また、このプラグインには、本プログ 

ラムのコピーライトの明記がされている。 
         
  

図 14：開発について掲載された 
                 CNET Japan 2008/05/16  
           

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 15：開発依頼した CMS プラグイン内のコピーライト 
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メディアギャラリ 
    

プログラムメンバーが調査で撮影してきた 
写真やシンポジウム写真、ポスター、出版物 
などの画像をアーカイブしている。   

現在で 739 枚の画像が掲載されている。  
  今後は地点情報入力ソースとしても活用 
できるようすすめていく予定である。 

 
 
 
 
  
                      図 16：メディアギャラリ画面 
 
 
メールマガジン 
アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）よりメールマガジン配信がすすめられ

ている「アジア・アフリカ地域研究情報マガジン」について、2008 年 9 月から発行協

力を開始した。 
 

 メールマガジンタイトル：アジア・アフリカ地域研究情報マガジン 
 メールマガジン URL： http://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/kaikaku/index.html 
 発行周期：月刊 
 発行部数：981 部 

 
メールマガジンの内容には、ASAFAS 活動情報の他、GCOEHP にて掲載された報告

紹介や研究活動などが掲載されている。 
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④ ウェブサイト解析と今後の課題   
ウェブサイトのページ数 
解析期間：2007 年 11 月 30 日－2008 年 3 月 31 日 
日本語ページ数：952 ページ 英語ページ：460 ページ 
合計：1412 ページ 
 
アクセス数(日本語・英語ページ)  
 
[解析期間] 
日本語ページ： 2007 年 11 月 30 日～2009 年 3 月 31 日 
英  語ページ： 2008 年 1 月 28 日～2009 年 3 月 31 日 
（※解析ツール： Google Analytics (http://www.google.com/analytics/ja-JP/index.html) 
 

  
日本語 英語 

訪問者数 ページ閲覧数 訪問者数 ページ閲覧数 

2007 年度  

（日：4 ヶ月/英：2 ヶ月） 
13914 102031 3547 7941 

2008 年度  27859 247900 10596 67007 

月平均閲覧 2610 21870 1010 5353 

       表１：ウェブサイト訪問者数とページ閲覧数 
 
 
まとめ 
 
本プログラムウェブサイトが公開されてから約 2 年半、ほぼ毎日のペースで更新作業

がすすめられてきた。これらの公開されたページ数は、現在で日・英ページ合わせて

1412 ページである。 
 このページ数の増加は、①項で述べた「HP 運営体制」で配置された役割をもとに、

各担当者がコンテンツ作成作業を日々取り組んできた成果であると述べられる。 
また、ウェブサイト訪問者数については、一月あたり日本語ページは 2600 件を超

え、英語ページは、1000 件に上る。これは SEO 対策によって得られた数字でもある。 
今後もひきつづき、閲覧・利用されるウェブサイトをめざし取り組んでいきたい。 
来年度からは、サーバ利用方針が大きく前進する予定である。CMS 利用とその開発

をより深め、ウェブサイト充実を図っていきたい。 




